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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

4072600614

法人名 社会福祉法人　共生の里

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 コロナ禍の長期化に伴い居室にセンサー式の洗面所とトイレを完備し利用者さんにとって安心安全に過ごせる環境を整えてい
る施設である。田んぼや川辺には桜並木があり四季を感じられ平成筑豊鉄道「今川河童駅｝から徒歩2分と交通の便も良い。コ
ロナ禍ではあるが毎月の恒例行事の他にも個別レクレーションも取り入れている。利用者さんの要望を出来る限り叶えられる
よう外食・外出を多く持ち隣の虹の家の方とも交流を深めるため一緒に出掛けており入居者・職員共に生き生きと充実した
日々を過ごしている。家族との時間も大切なので感染対策をしっかり行った上で直接面会できるようにし日々の様子を写真や
動画に取りご家族に送り様子を知ってもらい積極的にご家族との関わりを持っている。職員が歳を重ねても、妊娠中でも体に
負担なく働けるように、また利用者さんにも負担のかかりにくい抱え上げない介護研修を毎月実施している。ADLなどのレベル
低下がみられても住み続けられるように終の棲家を目標に看取りも協力医と連携し行っている。利用者様から「いつも笑っとる
な。いい事やな。」「職員さんに元気をもらえる」と言われる程、職員の笑顔が絶えない温かみのある家庭的な雰囲気を持ち、セ
ラピーキャットがいる愛のあるグループホームである。

事業所名 グループホーム　愛の家

〒824-0043　福岡県行橋市大字流末１２７７－３　　　℡ 0930-25-3926

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

1. 毎日ある
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3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどない

所在地

自己評価作成日 令和０６年０４月１０日評価結果確定日令和０６年０２月２１日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

4. ほとんど掴んでいない

59

4. ほとんどない

訪問調査日

58

令和０６年０３月２２日

60

3. 利用者の１/３くらいが

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

行橋市郊外の自然環境に恵まれた中で地域密着型事業所として20 年前に開設し、各居室に洗面所
とトイレを備えた現在の建物に、令和３年１０月に移転した定員９名のグループホームである。移転の
ため校区が変わったが、馴染みの地域交流が続き、利用者にとって、より安心安全な環境を整えてい
る。時短正職員として週休３日制度を取り入れ、子育て世代が安心して働き続けることが出来て、職
員間で助け合える環境の中で若手の職員が多く定着している。ホーム提携医、元からのかかりつけ
医、併設の訪問看護師、介護職員との連携で安心の医療体制が整い、看取り支援も行っている。「愛
の家だより」を毎月発行し、利用者の笑顔や暮らしぶりを報告して、室内レクレーションの充実を図り、
元気で明るい笑顔をを取り戻した利用者の様子を見守る家族の喜びは大きく、利用者や家族と深い
信頼関係を築いている、グループホーム「愛の家」である。

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印
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職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21） 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と

1. ほぼ全ての職員が

68

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



次のステップに向けて期待したい内容

当事業所の頭文字をとった理念を事務所に掲示。各職員
の名札の裏に入れ、毎朝申し送り前に声に出して読み上げ
業務にあたっている。より一層の理念の共有を図る努力を
している。法人理念の「利用者の幸せの実現。職員の幸せ
の実現」も共有、実現できるように日々実践している。

買い物など外出の機会をもつことによって､地域とのかかわりをより多
く持ち､地域の一員として生活している｡近隣の方に避難訓練に参加し
ていただいている｡また､地域の子供会の廃品回収日には事業所が所
有している軽トラックを無償で貸している｡二階の心の駅行橋（日常生
活支援住居施設）に住んでいる方とも会えば挨拶をしたり簡単な会話
をしたりしている｡隣の有料老人ホーム虹の家とは行事を一緒に企画
したり､月に１度合同のミーティングや毎日の申送りを行い情報共有し
ている｡認知症の症状によっては環境がかわると落ち着く場合もある
ため､虹の家まで行き､職員や利用者ともコミュニケーションをはかって
いる｡

外部研修やマニュアルをもとに社内研修会や会議で取り上げ、
職員一人一人が再確認する機会を設けている。常に相手の気
持ちに寄り添って行動するよう努めながら、安全面にも充分な
配慮をする努力を怠らないようにしている。玄関に「身体拘束
適正化に関する指針」や身体拘束ゼロ宣言ポスターを提示し、
いつでも見直せるようにしている。

専門的な意見をいただいたり、だより（撮影した写真）入居者の愛の
家での暮らしぶりを見てもらう。近隣の小規模多機能型サービス事
業所やデイサービス事業所、調剤薬局、民生委員など参加してもら
いやすい所から声をかけ、市職員、包括センターに参加してもらって
いる。当事業所で解決方法を見いだせないことや気になっているこ
となどあった時には、参加者に意見を求め日々のケアに活かしてい
る。他事業所の運営推進会議にも参加し情報交換を行っている。



次のステップに向けて期待したい内容

年二回職員個別の面談をし意見を聞く時間を確実に設け、昇給や
労働条件についても話し合い、職員の意識の向上に努めている。面
談以外にもいつでも話をできるようにしている。全職員からのほめ言
葉のシャワーを毎月行っている。良いところを評価し、努力する所を
一緒に伸ばせるよう、支援している。職員一人一人違った個性を生
かしやりがいを感じている。抱え上げない介護も毎月研修を行い、
用具を整備し、腰痛予防にもなり妊婦や年齢層が高い方でも働き続
けられる職場になるよう努めている。



次のステップに向けて期待したい内容

コミュニケーションをしっかりとり何を求めているか、不自由であ
るか、目線を合わせ、話しかけやすい環境で、言葉の訴え以外
にも表情や独り言など観察し、もらさず拾い上げ受け止めてい
く。毎月開催している担当者会議でも本人や家族から前もって
きいている要望や悩みを話し合い改善できるようにしている

面会時に職員から積極的に話しかけ家族の方が安心して利用
できるように信頼関係を築く努力をしている。入居初日や数日
間は状況の伝わる写真や動画を送り、安心して頂けるように工
夫している。面会にしばらく来られていないご家族にはこちらか
ら連絡し、本人の近況報告をし、様子を知ってもらっている。ま
た、在籍している職員の顔や名前を覚えていただけるように玄
関先の目につきやすい場所に一覧を貼りだしている。月に一度
発送するたよりには、その月あった出来事や本人の様子を担
当者が創意工夫をこらして作成している。体調が悪い時は様子
を伺う電話をして1人で悩まないように支援している。

スキルアップの為の事業所の毎月の目標（提示し、朝の申し送
りで声に出す）や個別計画を立て、目標を自分で定め、達成す
るために何が必要かを考え、取り組めるように支援している。
社内研修は就業時間内におこなえるように配慮、事業所にとっ
て必須な外部研修に出席する場合は出勤としてみなし、各職
員の個人的に参加する研修は本人の希望休をとれている。

外食から帰ってきたり行く際に親しみをこめた挨拶（「いってらっ
しゃい」「いってきます」、「ただいま」「お帰り」、等）家族のような
関係を築いている。職員が支援しやすい環境づくりに協力して
くださる。時には職員自身の身の上話などを打ち明けて親身に
なっていただく事もある。畑作業や寿司の作り方など、わからな
い若い職員に教えてもらうなど、共に生きている。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

本人・家族の希望するかかりつけ医を持ち、看護師を１名、
准看護師3名を配置し、訪問看護ステーションと契約を結
び、緊急時でも迅速かつ適切な医療を受けられるように支
援している。訪問診療もおこなっており、多くの利用者がか
かっている。また、利用者の状態によっては医師に連絡を
し、往診日以外でも突発的にきていただいている。通常は
往診対応ではない方でも感染症の急増時期には主治医に
協力を要請し、往診に切り替えていただくようにしている。ワ
クチン接種も施設で行ってもらえた。



次のステップに向けて期待したい内容

年二回の昼と夜に地域住民の協力を得て避難訓練を実施
し誘導方法や避難体制などを確認している。非常時に備え
て飲料水、非常食の準備、定期的に期限切れのチェック、
飲料水・非常食の入替をし、常に災害に備えている。非常
時にすぐに対応できるよう表にして廊下に掲示している。そ
の他、職員全員で避難訓練（主に地震・津波に備えて）を行
い、誘導にかかる時間の確認や日中・夜間の対応をどうす
べきかを確認し合っている。

コロナ禍で利用者の間隔を開けつつも、音楽をかけ、和や
かに食事できるよう声掛けをしている。できる限りおいしい
ものを食べていただきたいと思い、常に気を配り、利用者の
状態や好みに合った食事内容にできるよう常に職員間で情
報を共有している。利用者とともに料理をつくって一緒に食
べたり、施設で作った野菜を食べたり料理レクを積極的に
取り入れている。食器や盛付にこだわり、片付け迄共に
行っている。



次のステップに向けて期待したい内容

本人の訴え時や排泄欲求の言動や行動がみられる場合は声
掛け・トイレ誘導を行う。個人の排泄パターンをさぐり出来る限
りオムツを使わないように努めている。夜間トイレ迄行く事が困
難な場合は付き添い、自立に向けた支援をしている。夜間は転
倒の危険性も高いので、鈴で職員を呼んだり、ルームシューズ
上に鈴を置いて動いたことがわかるようにしており、事故防止
に努めている。理解力のある方にはご協力いただいて居室の
目につく場所に事故防止のための貼り紙をして、本人にも意識
していただいている。

食事・水分量をｶｰﾃﾞｯｸｽに記入。状態のよくない方に関して
は、別紙に細かく記録。状況把握を行い、個々人の状態に合わ
せた食事ができるよう、調理担当者には申送り、配膳前に当日
の職員が確認している。尚且つ、その日の状態に合わせ、メ
ニューや形状の変更もその都度おこなっている。飲み物は、メ
ニューから選んでいただいている。水分をなかなか摂ろうとされ
ない方、水分を体に取り込むのが難しい方、尿量の多い方に
は、特に汁物や果物、ゼリー等を多く提供し、脱水を起こさない
ようにしている。

薬の説明書で何を服薬しているか、副作用と共に確認し、
不明点は主治医・薬剤師に尋ねている。屯用薬は主治医
の指示に従う。与薬表を作り、カーデックスに記入、服用時
は職員が目視・声だし確認し、誤薬のないように努めてい
る。薬の中止・変更・追加が分かるよう用紙に記入しデータ
化し、職員全員が把握できるようにしている。災害用の為に
1週間分多めに処方していただいている。



次のステップに向けて期待したい内容

ドライブ・散歩・買い物やドライブスルー・外気浴・脳トレ・ぬり
え・読書・音楽鑑賞・ゲーム・体操・畑作業・花壇の水やり・新聞
たたみ・動物とのふれあい調理などレクレーションを豊富にとり
いれている。日常生活の中で出来る事（洗濯干し・たたみ片付
けや新聞受け取り等）を自主性に任せて参加してもらっている。

毎月愛の家だよりを発行しその月の写真を添付し状況を伝え
ている。二枚にわけて、一枚は施設全体の内容、もう一枚は本
人のことがわかるような内容にしている。本人の伝えたい事等
を手紙で出す場合はできる限り本人に記していただき困難な場
合は代筆している。また届いた手紙を代読することもある。電
話をする際に聞こえづらい時には耳元で通訳をしている。携帯
電話を持っている方は時々操作を支援している。

入口や壁に季節を感じる装飾をリ利用者と共に作成している。
トイレ掃除は日に１回（汚染の場合はそのつどこまめに掃除し
ている）。排泄後は換気・消臭剤使用、消毒も行い衛生面にも
配慮している。衣類の汚れがあれば、こまめに更衣していただ
いている。利用者の安全を考慮し、使用しない物を置かないよ
う、整理整頓に努めている。玄関には季節の花を活けたり、飾
り（干支の人形・ひな人形・クリスマス等）を配置している。

本人の希望を確認し、家族、地域の人と協力をえて望む場所
（自宅、昔過ごした町など）へ外出に出掛けるなど、一人一人が
外出を楽しめるように取り組んでいる。月に数回、外出し、気分
転換を図る。帰宅願望のある利用者は可能な限り、外へ出たり
して本人の気持ちがおだやかになるように支援をしている。普
段出かけれないヤフオクドームへの野球観戦・うみたまご水族
館・観劇などへ外出支援し、喜ばれています。

本人が希望した一部の方に関しては自己にて管理していただ
いている（ただし、高額はこちらで預かり、家族や本人にも紛失
などの危険性も説明の上、納得していただいてる）それ以外の
方は自己管理が難しいため、施設が管理している。しかし、買
物など行く際には欲しいものを自分で選んだり、金額を一緒に
確認し高い・安いなどの価値観を考えていただくようにしてい
る。お金の支払いや受取りは付き添いながら、自分のできる範
囲のことはしていただくようにしている。

部屋の中にはトイレや洗面所が配置されており、自分好みの家
具やテレビも置いている方もいて独りの空間を楽しむこともでき
ている。気の合う利用者さん同士で、お互いの部屋に行ったり
リビングや部屋でお茶会やゲームをし楽しんでいる。食事は感
染対策をしながら部屋で食べたり出てきて食べるなど本人の好
きな場所で食べれるように支援している。


